
第８回「農芸化学研究企画賞」研究企画（テーマ）申請募集， 

及び企業各位への研究資金（寄付金）賛同お申し込みのお願い 

本会は２００３年度より「農芸化学研究企画賞」を創設し，独創的な研究企画（研究テ

ーマ）を公募いたしており、２０１０年度も引き続き公募することとなりましたので，正

会員各位は奮ってご応募願います．また，本賞の趣旨にご賛同の企業におかれましては，

研究資金（寄付金）のご提供にぜひともお申込み下さいますようお願いいたします． 

本賞は，企業からの寄付金により行なわれる研究助成事業であります． 

1. 賞の目的と趣旨 

本賞創設の目的は，産学官連携強化のため，農芸化学分野に「４つの重点研究領域」（下

記参照）を設け，各領域における斬新な研究企画（テーマ）を広く会員から募集し，本賞

の趣旨に賛同した企業より寄付された研究資金を，産学官学術交流委員会（委員長：本会

副会長）が選出した会員研究者に研究奨励助成金として贈呈することにより，農芸化学の

さらなる発展を目指そうというものであります． 

研究奨励助成金としての本賞は，「近い将来の大きな成果が見込まれる優れた研究の萌

芽」に対して贈呈され，助成事業を通して農芸化学分野における斬新で独創的な研究の推

進を産業界が強力に支援し，これを機会に産業界と学・官界の連携をより密接なものにし

ようというものです．従来の研究助成や賞が「研究成果」に贈られるのに対して，本賞は

今後の成果（産業化）が大いに期待される「研究の芽」を積極的に見いだし，顕彰・奨励

するものです． 

産学官学術交流委員会は，企業からの研究資金（寄付金）の受け入れ，研究企画（テー

マ）の公募・選出などの運営全般において情報管理には特に留意することは申すまでもな

く，また選出された研究企画の成果は研究者の所属機関に帰属するものであり，成果の公

表に関して委員会が関与することはありません． 

２. ４つの重点研究領域 

今回，下記の重点研究領域（①～④）において研究企画（テーマ）を募集いたします． 

①天然物の医薬・農薬（選出は２件以内） 

②機能性食品素材および食品（選出は２件以内） 

③グリーンバイオテクノロジー：（（１）バイオマス資源の生産・供給・利用（有用物質

生産プロセス等）に関わるテクノロジー、（２）省資源・省エネルギープロセスに関わ

るバイオテクノロジー、（３）有機性廃棄物処理・資源循環に関わるバイオテクノロジ

ー）（選出は２件以内） 

④「地場産業の創生と活性化」（支部に申請する）（選出は２件以内） 

 ※上記④の領域にお申し込みご希望の方は、本会事務局でなく、所属される支部あてに

申請して下さい。支部では、申請を取りまとめて、締切期日までに本会に提出します。 



（重点研究領域は、今後も委員会で必要に応じて見直しを行ない，あらたな重点研究領域

を考えていく予定です） 

３. 助成の金額と件数，および研究期間 

助成金額は研究企画（テーマ）選出１件につき２００万円まで，４領域各２件以内，合

計１,２００万円まで，となります．研究期間は申請の翌年の４月１日から２年とします． 

４. 応募資格 

本会正会員で，官公立大学・私立大学・高等専門学校・独立行政法人研究所など，公的

な非営利研究機関に在籍する職員・研究者を対象とします．年齢などの制限はありません．

学生・企業関係機関在籍者は対象外とします． 

５. 応募用紙の取得と申請の締切 

所定の応募用紙（別紙、ＷＯＲＤ版、全４ページ以内）に必要事項をご記入の上，２０

１０年(平成２２年)１０月２６日（火）までにメールで提出していただきます．（応募用紙

は 本 会 ホ ー ム ペ ー ジ よ り ダ ウ ン ロ ー ド す る か ， 本 会 庶 務 係 あ て メ ー ル

（shomu-a@jsbba.or.jp）でご請求いただければただちにお送りいたします） 

６. 申込先（提出先）※④「地場産業の創生と活性化」に申請される方は、所属される支

部あてですので、間違えないようにご注意ください。 

〒１１３-００３２ 東京都文京区弥生２-４-１６ 学会センタービル２F （社）日本農芸

化学会事務局庶務係 e-mail : shomu-a@jsbba.or.jp 

Tel. ０３-３８１１-８７８９, Fax. ０３-３８１５-１９２０ 

本会ホームページ：http://www.jsbba.or.jp/ 

７. 選考 

産学官学術交流委員会内に設ける４つの重点研究領域の「テーマ選定小委員会」におい

て各２件以内の選考を行ない，選考結果を委員会に推薦します（申請のあった研究企画（テ

ーマ）の内容についての秘密は厳格に保持されます）．（「テーマ選定小委員会」は産業界の

専門家によって構成されます）小委員会からの推薦を受けて，委員会は最終的に４つの重

点研究領域各々２件以内，合計８件以内の研究企画（テーマ）を本年１２月の委員会で選

出いたします．選出後、応募者に委員会から選出結果の通知をいたします。 

８. 顕彰と事後報告 

選出された研究企画（テーマ）の申請者（受賞者）には，申請締切の翌年の総会当日、

受賞した研究企画（テーマ）について簡単な内容紹介（講演）をお願いすることになって

います．本会会誌およびホームページには、選出された研究企画（テーマ）および申請者

（受賞者）氏名・所属などを掲載いたします．また，研究期間の中間時期（研究スタート

１年後）の大会当日、「産学官学術交流委員会フォーラム」において、受賞者の研究の進捗

状況報告を兼ねた中間研究報告会（講演）を開催いたします．なお，さらに研究終了（２

年）の年の大会当日の「産学官学術交流委員会フォーラム」において、受賞者の研究の最

終研究報告会（ポスター）を開催いたします．また、２年間の研究期間終了後６カ月以内



に、所定の会計報告書および研究結果報告書を産学官学術交流委員会に提出していただき

ます． 

９. 知財権，など 

選出された研究企画（テーマ）の知財権（知的財産権）は，研究者の所属機関に帰属す

るものとします．研究資金（寄付金）の提供に参加された企業への交渉などの優先実施権

は設けておりませんが，選出された研究者の所属機関との個別の折衝に対しては，委員会

は特に関与いたしません． 

1０. お願い：研究資金（寄付金）ご提供のお申込みについて 

企業の皆様には，ぜひとも本賞の趣旨にご賛同いただき、研究資金（寄付金）の提供を

お申込みいただきたく、お願い申し上げる次第です．研究資金（寄付金）は，単年度扱い，

一口２０万円を単位とし，上記の重点研究領域のいずれかに，自由な口数にてお申込みい

ただいて結構です。 

研究資金（寄付金）をお申込みいただける場合は，２０１１年(平成２３年) １月３１日

（月）［消印有効］までに，所定の用紙にて上記の本会事務局庶務係あて，郵送にてお申込

みください．所定の用紙は、上記の本会お申し込み先にご請求ください。ただちにお送り

申し上げます。その際，ご関心のある重点研究領域（例：①天然物の医薬・農薬，など）

とお申込み口数（例：２口・４０万円など）を明記してください． 

お申込みいただいた企業各位には，恐れ入りますが会計年度内の２０１１年(平成２３

年) ２月末までに、研究資金（寄付金）を本会銀行口座（みずほ銀行本郷支店 普通預金 

２９０３１３ 社団法人日本農芸化学会）へお振込みいただくことになりますので、ご注

意願います。 

なお，研究資金（寄付金）のお申込みは単年度扱いですが，本賞事業継続のためにも出

来るだけ継続してご支援をお続けいただければ幸いです． 

 

研究企画賞応募用紙はこちらから      □ 

 

研究資金（寄付金）の申込み書はこちらから □ 

http://www.jsbba.or.jp/wp-content/uploads/file/info/grant/info_grant_8thkikaku.doc
http://www.jsbba.or.jp/wp-content/uploads/file/info/grant/info_grant_8thkikaku_kihu.doc

